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芳

広
州

の
仏
教
は
、
東
晋
時
代
に
曇
摩
耶
舎
が
き

て
白
沙
寺
を
創
設

し
、
多

く
の
徒
衆
を
度
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
基
礎
が
築
き
あ
げ
ら

れ
た
が
、
南
朝
に
至

つ
て
外
国
の
訳
経
師
や
京
師
の
学
問
僧
が
相
次
い

で
広
州

に
入
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
典
の
翻
訳
や
講
説
が
盛
ん

に
な

り
、
仏
寺
が
次
々
に
創
建
さ
れ
、
仏
教
が
民
間
に
広
く
普
及
し
、
そ
し

て
ま
た
広
州
出
身
の
僧
尼
が
は
じ
め
て
出
現
す
る
な
ど
、
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
見
せ
て
い
る
。

南
北
朝
時
代

(四
二
〇
-
五
八
九
)
に
中
国
に
き
た
外
国
出
身
の
訳
経

(
1
)

師
は
三
十
七
人
ほ
ど
か
ぞ
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
広
州
と
何
ら
か
の

関
わ
り
を
有
す
る
の
は
、
資
料
で
判
明
で
き
る
限
り
で
は
わ
ず
か
に
八

(
2
)

人
し
か
な
い
が
、

し
か
し
こ
の
な
か
に
は
求
那
蹟
摩

・
求
那
蹟
陀
羅

・

僧
伽
蹟
陀
羅

・
拘
那
羅
陀
ら
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
訳
経
師
が
ふ
く
ま
れ

て
い
る
。
こ
と
に
南
北
朝
時
代
随

一
の
訳
経
師
で
あ
る
拘
那
羅
陀

(真

諦
)
は
、

五
四
六
年
に
広
州
に
到
着
、

二
年
後
の
五
四
八
年
に
京
師

に

つ
い
た
が
、
梁
末
の
混
乱
で
各
地
を
転
々
と
し
、
陳
代
に
入
つ
て
か
ら

は
今
の
江
西

・
福
建
の
地
を
経
て
広
州
に
お
ち
つ
き
、
制
旨
寺
に
お
い

て
多
く
の
仏
典
を
訳
出
し
た
。
真
諦
が
入
華
し
て
か
ら
入
寂
す
る
ま
で

の
二
十
四
年
間

(五
四
六
-
五
六
九
)
の
ほ
ぼ
半
分
を
広
州
お
よ
び
そ
の

周
辺
で
す
ご
し
、
訳
出
し
た
経
典
六
十
四
部
、

二
百
七
十
八
巻

の
う

ち
、
彼
の
名
を
後
世
に
知
ら
れ
た
代
表
的
訳
著

で
あ
る
『摂
大
乗
論
釈
』

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
釈
論
』
『十
八
部
論
疏
』
『
律

二
十
二
明
了
論
』
な
ど

は
皆
広
州
制
旨
寺
に
お
い
て
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
で

は
、
曇
摩
伽
陀
耶
舎
が
四
八

一
年
に
広
州
朝
亭
寺
で

『
無
量
義
経
』
を

訳
麗
、

四
八
九
年
に
僧
伽
蹟
陀
羅
が
広
州
竹
林
寺
で

『
善
見
律
』
を
訳

出
し
て
い
琵
。

こ
の
外
に
、
宋
代
に
は
竺
法
春
、
斉
代
に
は
摩
詞
乗
が

(
5
)

そ
れ
ぞ
れ
広
州
で
仏
典
を
翻
訳
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

真
諦
が
広
州
に
い
た
こ
ろ
、
彼
の
学
徳
を
慕

つ
て
京
師
か
ら
南
嶺
を

越
え
て
広
州
に
集
ま
つ
た
学
問
僧
の
数
は
非
常

に
多
く
、
そ
の
な
か
に

は
建
康
仏
教
界
の
標
領
俊
才
と
目
さ
れ
て
い
る
僧
宗
・

宗
准
・

僧
忍

(又
は
法
忍
・
慧
忍
・
恵
忍
)
・
法
泰

・
智
榿
(又
は
慧
榿

・
宗
榿
)
・
智
敷
ら

が
い
る
。

こ
と
に
智
燈
は
、
真
諦
が

『
摂
大
乗
論
釈
』
『
阿
毘
達
磨
倶

舎
釈
論
』
翻
訳
の
際
に
こ
れ
を
筆
受
し
た
だ
け
で
な
く
、
真
諦
の
意
を
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受
け
て

『
倶
舎
論
』
を
講
説
し
、
こ
れ
を
聞
く
た
め
に
智
慧
寺
に
集
ま

(6
)

つ
た
著
名
な
文
人
学
士
は
七
十
余
人
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
智
遣
は

ま
た
、
『
倶
舎
論
』
お
よ
び

『十
八
部
論
』
の
疏
本
を
撰
述

し
た
が
、

そ
の
稿
本
は
、
唐
の
時
代
に
長
安
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
広
州
ま
で
資
料
探
索

(7
)

に
き
た
道
岳
に
よ
つ
て
広
州
の
顕
明
寺
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

斉
代
の
初
め
こ
ろ
、
建
康
の
白
馬
寺
に
出
家
し
、
早
く
か
ら
聡
明
で

知
ら
れ
た
法
安
は
、
王
僧
慶
が
湘
州
に
赴
任
す
る
時
に
連
れ
て
い
か
れ

た
が
、
の
ち
に
番
禺
(広
州
)
に
至
り
、
ち
よ
う
ど
仮
公
が

『
浬
架
経
』

を
講
じ
て
い
る
の
に
遇
い
、
法
安
は
こ
れ
と
問
論
す
る
こ
と
数
回
、

つ

い
に
故
公

は
心
に
憶
じ
て
席
を
譲

つ
た
と
い
う
。
法
安
は
番
禺
に
二
年

(8
)

止
ま
り
、

法
事
盛
ん
で
あ

つ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

地
方
高
官
が
赴
任
す
る
際
に
僧
侶
を
同
行
さ
せ
る
習
慣
は
当
時
で
は

盛
ん
な
よ
う
で
、
斉
の
孝
武
帝
の
時
、
宗
殻

が
広
州

に
赴
任
す

る
時

(9
)

に
も
法
願
を
同
行
さ
せ
て
い
る
。
な
か
で
も
と
く
に
異
彩
を
放

つ
て
い

る
の
は
宋

末
斉
初
こ
ろ
の
比
丘
尼
僧
敬
の
事
蹟
で
あ
る
。
僧
敬
は
会
稽

の
出
身
で
、
建
安
寺
の
白
尼
に
つ
い
て
出
家
し
、

元
嘉
年
間

(
四
二
四

-
四
五
三
)魯
郡
の
孔
黙
が
広
州
に
赴
任
す
る
時
に
連
れ
て
い
か
れ
、
嶺

南
の
地
に
止
ま
る
こ
と
三
十
余
年
、
風
化
の
及
ぶ
と
こ
ろ
帰
心
せ
ざ
る

も
の
は
な
く
、
十
三
家
の
人
が
園
宅
を
施
捨

し
て
仏
寺

を
潮
亭

に
建

て
、
衆
造
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
宋
の
明
帝

(
四
六
六
-
四
七
二

在
位
)
の
時
に
迎
え
ら
れ
て
建
康
の
崇
聖
寺
に
住
し
た
が
、
広
州
を
離

(10
)

れ
る
時
に
は
道
俗
が
別
れ
を
惜
し
み
悲
し
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

曇
弘
は
梁
の
永
初
中

(四
二
〇
3
四
二
二
)
に
広
州
番
禺
に
遊
ん
で
台

寺
に
止
ま

つ
た
が
、

の
ち
に
交
趾
の
仙
山
寺
に
住
し
、
最
後
に
は
焼
身

(
1
1
)

し
て
自
ら
命
を
断

つ
た
。
梁
の
道
宗
は
広
州
で
法
を
弘
め
、
そ
の
地
で

(12
)

寂
し
た
人
、
陳
の
恵
寄
は
晩
年
、
劉
璋
に
随

つ
て
南
海

に
赴

き
、
『
浬

(13
)

藥
論
』
を
豫
章
に
持
ち
帰
つ
て
弘
め
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

も
と
も
と
嶺
南
は
僻
遠
の
地
で
、
古
く
か
ら
罪
人
の
流
放
按
斥
の
行

先
で
あ
る
。
そ
れ
は
仏
教
界
に
お
い
て
も
同
様

で
、
梁
代
に
僧
正

・
慧

超
が
広
州
に
、
宝
唱
が
越
州

(今
の
広
東
省
浦
県
)
に
流
さ
れ
る
と
こ
ろ

(
14
)

で
あ

つ
た
が
、
出
発
直
前
に
赦
免
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
宋
の
道
亮
は

元
嘉
末
年
に
南
越
(広
州
)
に
按
徒
さ
れ
、
弟
子
智
林
ら
十
二
人
と
と
も

に
広
州
に
六
年
止
ま
り
、
経
典
を
説
い
て
人

々
を
教
化

し
た
例

も
あ

(15
)
 

(16
)

る
。

こ
の
外
に
も
智
斌

・
慧
琳
ら
が
交
趾
の
地
に
按
斥
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
僻
遠
の
広
州
に
、
京
師
の
学
問
僧
が
相
次
い
で
集
ま
つ
た

こ
と
は
、
梁
末
の
戦
乱
を
避
け
る
目
的
も
あ

つ
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ

よ
り
も
、
真
諦
お
よ
び
そ
の
訳
経
事
業
に
協
力

し
て
い
る
多
く

の
学

僧
、
そ
れ
に
護
法
熱
心
な
刺
史
欧
陽
顧
の
い
る
広
州
は
、
今
や
仏
教
の

新
し
い
中
心
の
地
で
あ
る
と
見
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
ま
で
、
広
州
で
活
躍
し
た
僧
尼
は
大
抵
外
国
か
も
し
く
は
華
北
、

華
中
地
方
か
ら
き
た
人
た
ち
で
あ
つ
た
が
、
南
朝
の
こ
ろ
か
ら
広
州
出

身
の
僧
尼
の
事
蹟
に
も
輝
か
し
い
も
の
が
あ
る
。
宋
代
の
比
丘
尼
慧
慶

は
広
州
の
人
で
あ
る
。
初
め
は
広
陵
(今
の
江
蘇
省
江
都
県
)
の
南
安
寺
に

住
し
た
が
、
四
三
八
年
に
菩
提
寺
を
創
建
し
、
四
四

一
年
に
南
外
永
安

南
朝

四
代

の
広
州

の
仏
教

(
林
)
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南
朝
四
代
の
広
州
の
仏
教

(林
)

寺
な
ど
を
建
て
、
四
四
七
年
孟
顕
に
随

つ
て
会
稽
に
行
く
途
中
に
入
寂

(17
)

し
た
。
広
州
出
身
の
僧
尼
の
事
蹟
を
は
つ
き
り
記
し
た
も
の
と
し
て

は
、
恐
ら
く
『
比
丘
尼
伝
』
に
見
え
る
こ
の
慧
慶
伝
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
斉

代
の
慧
敬

・
法
献
は
と
も
に
広
州
南
海
の
人
で
あ
る
。
慧
敬

は
若
く
し
て
荊
楚
に
学
ん
だ
あ
と
、
故
郷
に
帰

つ
て
雲
峯

・
永
安
の
諸

寺
を
修
復
し
た
。
戒
節
に
精
し
く
、
志
操
厳
明
で
あ
つ
た
た
め
、
嶺
外

の
僧
尼
は

こ
ぞ

つ
て
そ
の
教
え
を
受
け
た
。

の
ち
に
勅
し
て
僧
主
と
な

(
18
)

つ
た
。
ま
た
法
献
は
、
初
め
北
寺
に
住
し
た
が
寺
が
古
く
な

つ
た
の
で

改
修
し
て
寺
名
を
延
祥
と
更
め
た
。
の
ち
に
蔵
薇
山
に
入
り
、
禅
戒
に

(
19
)

棲
心
し
た
。
梁
代
の
慧
済
と
慧
澄
は
と
も
に
広
州
番
禺
の
人
で
あ
る
。

慧
済
は
僧
喬
ら
と
と
も
に
京
師
の
竜
光
寺
に
い
た
学
僧
で
、
未
だ
嶺
南

に
帰
ら
ず

と
も
そ
の
令
名
は
嶺
南
に
ひ
び
き
わ
た
つ
た
と
伝
え
ら
れ
て

(
20
)

い
る
。
慧
澄
は
最
初
南
海
の
随
喜
寺
に
住
し
た
が
、
天
監
の
初
め
こ
ろ

に
学
校
を
創
設
し
、
道
俗
を
教
え
導
い
た
。
の
ち
に
京
師
の
荘
厳
寺
に

入

つ
て
僧
曼
に
つ
い
て
学
び
、
再
び
南
海
に
帰

つ
て
随
喜
寺
で
教
化
に

(
21
)

専
念
し
、
徒
衆
群
を
な
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
陳
の
時
代
に
智
榿

が
広
州
の
智
慧
寺
で

『倶
舎
論
』
を
講
じ
た
時
、
智
敷
と
道
尼
ら
二
十

人
が
聴
受
し
、
智
燈
入
寂
の
際
に
真
諦
が
尼
響

・
智
敷
ら
十
二
人
に
対

し
、
と
も

に
智
催
の
香
火
を
伝
え
、
『
摂
論
』
と

『
倶
舎
論
』
を
弘
め

(
22
)

る
よ
う
諭

し
た
こ
と
が
法
泰
伝
に
見
え
て
い
る
。

こ
の
記
事
か
ら
察
し

て
、
当
時

の
広
州
に
は
僧
尼
の
数
が
か
な
り
あ
り
、
そ
の
中
に
は
広
州

出
身
の
人
た
ち
も
決
し
て
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

南
朝
末
ま
で
の
間
、
広
州
に
存
在
し
た
仏
寺

の
数
は
、
仏
教
資
料

(
と
く
に
僧
伝
資
料
を
中
心
に
し
て
)
に
よ
れ
ば
、

次
の
十
二
寺
が
あ
げ
ら

れ
る
。
か
つ
こ
内
は
出
典
を
示
す
。

白
沙
寺

(
王
園
寺
・
制
旨
寺
と
も
称
す
る
。
東
晋
時
代
の
創
建
。
梁
伝
の
曇

摩
一耶
企
口伝
、
唐
伝
の
真
諦
・
法
泰
伝
)

衆
造
寺

(潮
亭
に
あ
つ
た
と
い
う
。
比
丘
尼
伝
の
僧
敬
伝
)

朝
亭
寺
(出
三
蔵
記
集
・
歴
代
三
宝
紀
の
曇
摩
伽
陀
の
項
、
唐
伝
の
真
諦
伝
)

延
祥
寺

(
旧
名
北
寺
。
梁
伝
の
法
献
伝
)

竹
林
寺

(出
三
蔵
記
集
・
歴
代
三
宝
紀
の
僧
伽
蹟
陀
羅
の
項
)

雲
峯
寺

・
永
安
寺

(以
上
梁
伝
の
慧
敬
伝
)

台
寺

(梁
伝
の
曇
弘
伝
)

顕
明
寺

・
智
慧
寺

・
西
陰
寺

(以
上
唐
伝
の
法
泰
伝
)

随
喜
寺

(唐
伝
の
慧
澄
伝
。
以
上
と
も
に
南
朝
四
代
の
創
建
)

し
か
し
、
南
宋
の
嘉
定
年
間
(
一
二
〇
八
-
一
二
二
四
)
に
撰
述
さ
れ
た

方
信
濡
の

『
南
海
百
詠
』
を
は
じ
め
、
明
清
二
代
に
編
纂
さ
れ
た

『
広

東
通
志
』
『
広
州
府
志
』
『
番
禺
県
志
』
お
よ
び
そ
の
他
の
寺
刹
史
料
な

ど
の
記
述
を
綜
合
す
れ
ば
、
南
朝
四
代
の
創
建
と
さ
れ
る
仏
寺
は
、
華

林
寺

・
浄
慧
寺

・
広
慶
寺

・
宝
林
寺

・
聖
寿
寺

・
臨
江
寺

・
広
済
寺

・

月
華
寺

・
延
祥
寺
そ
の
他
あ
わ
せ
て
十
五
寺
、

そ
れ
に
白
沙
寺
を
ふ
く

む
と
、
南
朝
末

こ
ろ
の
広
州
の
仏
寺
は
少
な
く
と
も
十
六
寺
以
上
存
在

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
双
方
の
記
録
を
対
照
し

て
見
る
と
、
寺
名
が
共
通
す
る
の
は
わ
ず
か
に
白
沙
寺

(王
園
寺
又
は
制
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旨
寺
)
と
延
祥
寺
だ
け
で
、
残
る
二
十
余
寺
は
互
い
に
ど
う
い
う
関
係

を
有
す
る
か
、
は
な
は
だ
不
明

で
あ
る
。
ま
た
、
『高

僧
伝
』
の
曇

摩

耶
舎
伝
に
見
え
る
白
沙
寺
は
、
南
朝
時
代
に
王
園
寺
と
改
称
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
『続
高
僧
伝
』
の
真
諦
伝
お
よ
び

『
大
唐
内

典
録
』
の

真
諦
の
項

に
よ
れ
ば
、
王
園
寺
の
外
に
制
旨
寺
が
あ
り
、
真
諦
は
こ
の

両
寺
の
間
を
往
き
来
し
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
志

資
料
で
は
最
初
か
ら
白
沙
寺
の
名
は
見
え
ず
、
し
か
も
王
園
と
制
旨
は

同
寺
異
名

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
外
、
『広
東
通
志
』
な
ど
に
は
智
薬

・
景
泰

・
貞
俊
ら

の
如

き

南
朝
四
代

の
広
州
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
と
い
う
僧
侶
の
名
が
見
え

る
が
、
僧
伝
資
料

に
は
全
く
現
わ
れ
な
い
。
地
方
志
類
は
個
別
的
な

こ

と
が
ら
に
は
詳
し
い
が
、
編
纂
年
代
が
遅
く
、
古
代

・
中
世
に
関
す
る

記
録
は
正
確
性
に
欠
く
と
こ
ろ
が
多
い
。

一
方
、
主
と
し
て
華
北
、
華

中
の
人
た
ち
に
よ

つ
て
撰
述
さ
れ
た
仏
教
史
書
は
、
京
師
や
そ
の
周
辺

の
こ
と
に

つ
い
て
は
詳
し
い
が
、
広
州
の
よ
う
な
僻
遠
地
方
の
仏
教
事

情
は
大
抵

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
地
方
の
仏
教
の

歴
史
を
究
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
仏
教
史
書
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
上

に
地
方
志
資
料
を
生
か
す
こ
と
が
基
本
的
で
あ
る
が
、
反
対
に
仏
教
史

書
の
足
ら
ざ
る
所
を
地
方
志
資
料
に
よ

つ
て
補
完
す
る
こ
と
も
で
き
、

無
視
で
き
な
い
価
値
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

1
『

歴
代
三
宝
紀
』
巻
八
-
十
一
(大
正
四
九
・
七
四
・
下
-
一
〇

一
・

下
)
、小
野
玄
妙

『
仏
典
総
論
』
九
九
-
一
四
二
頁
参
照
。

2
 
曇
摩
伽
陀
耶
舎

・
摩
詞
乗

・
竺
法
轡

・
翔
公
及

び
本
文
下
記

の
四
人
。

3
『

出
三
蔵
記
集
』
劉
糺
序
(
大

正
五
五

・
六
八

・
中
)
、
『
歴
代
三
宝
紀
』

(
大
正
四
九

・
九
五

・
中
)

4
『

出
三
蔵
記
集
』
(
大
正

五
五

・

一
三

・
中
、

同

八
二

・
上
-
中

)
、
『
歴

代
三
宝
紀
』
(
大
正
四
九

・
九

五

・
中
-
下

)

5
『

出
三
蔵
記
集
』
(
大
正

五
五

・
一
三

・
上
-
中

)
、
『
歴
代
三
宝
紀
』

(
大
正
四
九

・
九
五

・
中
)

6
『

続
高
僧

伝
』
(
大
正

五
〇

・
四
三

一
・
上
-
下

)

7
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
五

二
七

・
中
-
下

)

8
『

高
僧
伝
』
(
大

正
五
〇

・
三
八
〇

・
上
)

9
『

高
僧
伝
』
(
大

正
五
〇

・
四

一
七

・
上
)

10
『

比
丘
尼
伝
』
(
大
正
五
〇

・
九
四

二

・
上
-
中

)

11
『

高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四
〇
五

・
下
)

12
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四
七
四

・
上
)

13
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇
、・
四
三

一
・
下
)

14
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四
二
七

・
下
)

15
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
三
七
二

・
中
)

16
『

高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
三
六
九

・
上
、

同
三
七
三

・
下
)

17
『

比
丘
尼
伝
』
(
大
正
五
〇

・
九
三
八

・
中
)

18
『

高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四

一
一
・
中
)

19
『

高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四

一
一
・
中
)

20
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四
七
三

・
上
)

21
『

続
高
僧
伝
』
(
大
正
五
〇

・
四
六
五

・
上
-
中

)

22
『

続
高
僧
伝
』

(
大
正
五
〇

・
四
三

一
・
上
-
下

)

(竜
谷
大
学
講
師
)

南
朝

四
代

の
広
州

の
仏
教

(
林
)
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